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平成 29 年 5 月 8 日 
 

報道機関 各位 
 

国立大学法人東北大学未来科学技術共同研究センター 
国立大学法人東北大学大学院情報科学研究科 

国立大学法人東北大学大学院工学研究科インフラマネジメントセンター 
株式会社リコー 

株式会社千代田コンサルタント 
一般財団法人航空宇宙技術振興財団 

 

東北大学では仙台市と「東北次世代移動体システム技術実証コンソーシアム」

の取り組みの一つとして、カメラを搭載したドローンによる橋梁点検を支援す

る技術の有効性と課題の検証を行う実証実験を、5月 16日に実施します。 

 本実験は、ドローンを用いることで、点検車両のアームが届かない橋梁も同程

度の時間で点検を可能にし、従来の点検で必要とされている足場作成のコスト

や期間の削減、また交通規制も最小限となることを明らかにすることを目的と

しています。 

 

なお、今回実証で使用するドローンは、内閣府総合科学技術・イノベーション

会議の「ＳＩＰインフラ維持管理・更新・マネジメント技術（管理法人：ＮＥＤ

Ｏ）」の研究テーマのひとつである「橋梁の打音検査ならびに近接目視を代替す

る飛行ロボットシステムの研究開発（代表：大野和則）」によって開発されたも

のです。 

つきましては、ぜひ当日ご取材いただき、紙面・番組等で紹介していただき

ますようお願いいたします。ご取材については、別紙も併せてご参照ください。 

 

日時：平成 29年 5月 16日（火）午前 11時〜12時（受付 10時 45分～） 

        ※荒天時は 5月 18日（木）に延期します。 

会場：「龍沢橋」（仙台市青葉区芋沢権現森山地内）別紙参照 

内容：球殻ドローンに搭載したカメラで橋梁表面を近接で撮影し、その映像 

をリアルタイムでモニターに配信。 

＜実証実験公開のお知らせ＞ 
ドローンを活用した橋梁点検の実証実験を実施します 

配信先：宮城県政記者会 

解禁日：平成２９年５月１６日１２時 

 

 



【研究に関する問い合わせ先】 
東北大学未来科学技術共同研究センター 
    准教授 大野 和則 電話０２２（７９５）７０２５ 
東北大学大学院工学研究科インフラマネジメント研究センター 
   特任准教授 鎌田 貢 電話 ０２２（７９５）５５０３ 
 
【取材に関する問い合わせ先】 
仙台市 まちづくり制作局プロジェクト推進課 電話 ０２２（２１４）１２５４ 



 

 

参考資料 
JST HP 公開資料 
http://www.jst.go.jp/sip/dl/k07/kadai/k07-50.pdf 


